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（参考 25）持続可能な開発目標（ＳＤＧs） 

持続可能な開発目標（SDGs）とは、2001 年に策定されたミレニアム開発目標（MDGs）の後

継として、2015 年 9 月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための 2030 アジェン

ダ」にて記載された 2016 年から 2030 年までの国際目標である。持続可能な世界を実現するた

めの 17 のゴール・169 のターゲットから構成され、地球上の誰一人として取り残さない（leave 

no one behind）ことを誓っている。 

 

○持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の５つの特徴 
 
①普遍性（先進国を含め、全ての国が行動する） 

②包括性（人間の安全保障の理念を反映し、「誰一人取り残さない」） 

③参画型（全てのステークホルダー（政府、企業、NGO、有識者等）が役割を） 

④統合型（社会・経済・環境は不可分であり、統合的に取り組む） 

⑤透明性（モニタリング指標を定め、定期的にフォローアップ） 

 

○持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
目標１(貧困) あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる。 

目標２(飢餓) 飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を促進する。 

目標３(保健) あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する。 

目標４(教育) すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯学習の機会を促進する。 

目標５(ジェンダー) ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児の能力強化を行う。 

目標６(水・衛生) すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する。 

目標７(エネルギー) すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへのアクセスを確保する。 

目標８(経済成長と雇用) 
包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある
人間らしい雇用(ディーセント・ワーク)を促進する。 

目標９(インフラ、産業
化、イノベーション) 

強靱（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進及びイノベーショ
ンの推進を図る。 

目標 10(不平等) 各国内及び各国間の不平等を是正する。 

目標 11(持続可能な都市) 包摂的で安全かつ強靱(レジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を実現する。 

目標 12(持続可能な生産
と消費) 

持続可能な生産消費形態を確保する。 

目標 13(気候変動) 気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる。 

目標 14(海洋資源) 持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で利用する。 

目標 15(陸上資源) 
陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化への対処、
ならびに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する。 

目標 16(平和) 
持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべての人々に司法へのアクセスを提
供し、あらゆるレベルにおいて効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する。 

目標 17(実施手段) 持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する。 
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（参考 26）地域ビジネス創出事業（ＳＢＰ） 

○ＳＢＰとは？ 

Social Business Project（ソーシャル ビジネス プロジェクト）とは、高校生等が主体となり、
地域の熱量を持った大人たちと関わりながら、地域の課題をビジネスの手法を用いて解決していこ
うという取組である。 

具体的には、地域の課題を解決するために地域資源（モノ、自然、歴史、名所旧跡、産業等）を
学び、それらと交流し、見直し、活用して、“まちづくり”や“ビジネス”の形で提案していく活動で
ある。地域の課題解決に役立ちたいという想いに突き動かされた高校生等や地域の大人たちが牽引
しながらもその活動を地域の人たちが応援して、支えていこうというものである。 

 

○ＳＢＰの５要件 

①高校生等の取組である 
③地域資源の活用や地域の課題解決を目指している 
⑤地域の大人や行政・企業等と連携している 

②ビジネスの手法を用いている 
④解決に向けた実行がある 
 

 

○ＳＢＰの成果・効果 

【生徒に見られる成果】 
 ・地域（まち）に対する愛着が湧く。 
 ・自主性・積極性が向上する。 

・表現力・プレゼンテーションスキルが向上 
する。 

 ・進路選択にもポジティブな影響を与える。 

【教師・地域の担当者に見られる成果】 
 ・生徒と関わることで自分も成長する。 
 ・生徒たちの柔軟なアイディアから自分も学ぶ。 
【地域に見られる成果】 
 ・事業者が前向きな雰囲気になる。 
 ・地域の子どもたちに対する意識が変わり、

期待が膨らむ。 
 

○ＳＢＰ活動の代表的な事例（留萌高校 情報ビジネス科） 
 

 ＳＢＰ活動を支援するため、民間の企業、個人、ＮＰＯが集まり「民間支援組織」を立ち上げ、地域
も巻き込み高校生の活動を支援している事例。 

 地域の大人と高校生が密接に連携している事例。 
 高校では従来より「地元食材を用いた商品開発」「キッズビジネスタウンの企画・運営」等、地域に

関わる活動を行っており、平成 30 年からＳＢＰ活動も通じて「関係人口」の創出を目指している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
【出典】文部科学省（2019 年 3 月）「地域ビジネス創出事業 手引書」 
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（参考 27）地域を学びの場とした教育活動 

 浦河高校では、地域の特性を生かした教育活動を推進するため、地域の自然環境や人材などの

教育資源を活用した特色ある教育活動を展開している。 
 

１ 教科・科目における実践  ※【 】内は実施した科目名 
 (1) アイヌ協会との連携による多様な社会の在り方について理解

を深めるアイヌ文化授業の実施【現代社会、家庭基礎】 
 (2) 様似町との連携による地域資源を多角的な視点で捉える授業

の実施【北海道の自然（理科）、地域研究（地理歴史）】 
 (3) 浦河消防署との連携による防災意識を高めるための災害図上

訓練（ＤＩG）の実施【地理・地域研究】 
 (4) 浦河べてるの家の職員を講師とした共生社会の実現に関する

講話の実施【現代社会】 
 (5) 浦河町学芸員を講師とした浦河町地質学講座の実施【理科・地域研究】 
 (6) 日高振興局職員を講師とした避難所運営ゲーム北海道版（DO 

HUG）の実施【地域研究】 
 (7) 北海道ろうあ連盟と連携した手話講座の実施【現代社会、コミ

ュニケーション技術（福祉）】 
 
２ 産業社会と人間、総合的な探究の時間における実践 
  現代的な諸課題に対応する横断的・総合的な課題や地域の特色に

応じた課題、生徒の興味・関心に基づく課題等の解決に向け、地域
と連携・協働して取り組んでいる（課題研究）。 

 (1) アポイ岳に自生するヒダカソウをテーマに地球環境保護に係
る課題に対する方策の提案（様似町との連携） 

 (2) 地元洋菓子店との連携による地場産商品「ウラパウ」の開発（札
幌オータムフェストでの販売、ふるさと納税返礼品への採用） 

 (3) 浦河町役場危機管理室との連携による浦河町総合防災訓練の
提案などの地域防災活動の実施 

 (4) 浦河町地域包括支援センターとの連携による高齢者や地域住
民に向けた健康促進運動などのボランティア活動の実施（第２回
和歌山県データ利活用コンペティション高校生の部大賞受賞） 

 (5) 日高振興局との連携による国政選挙等への投票率向上などに
取り組む「日高の自治意識向上プロジェクト」の実施 

 (6) 本校生徒が地域の小学生にプログラミング教育を実践する「プ
ログラミングで小学生の思考力を高めよう」の取組 

 
３ 自主活動における実践 
 (1) 近隣小・中学校に対して夏休み等の長期休業中に長期休業課題

への取り組み方などを教える学習支援ボランティアの実施 
 (2) 地元食材を活用した地場産品の商品開発やチャレンジグルメ

コンテストへの出場 
 (3) 地元商店街との連携による地域活性化を 目指すイベント

「HAMASAI ボランティア」の実施 
 (4) 地場産業振興に向けた門別競馬の広報ボランティアの実施 
 (5) 地元小学生の自己肯定感を高めるため、小学校での特別授業な

どに取り組む「浦校生ふるさと応援隊」の実施 
 (6) 「世界津波の日 高校生サミット」への参加及びリーフレットの作成・配付（下図参照） 
 

  

教科・科目における実践① 

教科・科目における実践② 

総合的な探究の時間の取組① 

総合的な探究の時間の取組② 

自主活動（学習支援ボランティア） 
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（参考 28）市町村と連携した高校生対象の地域づくりの取組 

○高校生プロジェクト（鷹栖町の例） 

鷹栖町では、令和２年度からの第 8 次鷹栖町総合振興計画
において、子どもから大人までを対象とした「ふるさと共育」
に重点を置き取り組んでいる。その中で、これまでアプロー
チできていなかった高校生世代に着目し、10 年後、20 年後を
見据えた地域の担い手・人材の育成を目的に事業を立ち上げ、
取り組んでいる。 
 
１ 事業名 
  鷹栖町高校生プロジェクト 
２ 目的 
 (1) 同じ世代のつながり、仲間意識を向上させ、ふるさと鷹

栖への愛着心を高める。 
 (2) 参加する高校生の主体性を尊重し、自分の未来、鷹栖の

未来を考えるきっかけづくり 
３ 主催 
  鷹栖町教育委員会、北海道立生涯学習推進センター 
４ 参加対象者 
 (1) 鷹栖町在住の高校生 
 (2) 鷹栖高校在校生 
５ 実施期間 
  令和２年８月～令和３年２月 
６ 取組内容 
  「やりたいことをやってみる」をコンセプトに、どんな

ことをするか、参加者の思いをもとに、参加者とともに決定する。 
７ 講師 
  ＮＰＯ法人 ezorock 代表理事（草野 竹史 氏） 
８ 実施計画（予定含む） 

第１回 事業説明・自己紹介・意見交換 
第２回 何か企画を考えてみよう 
第３回 企画を実現するために何が必要か 
第４回 企画の実現に向けて動き出してみよう 

  ※今年度の流れを受け継ぎ、次年度も実施予定 
９ 第１回の様子 
 (1) 実施日時 
   令和２年８月 22 日（土）14:00～16:00 
 (2) 場所 
   鷹栖地区住民センター 多目的活動室 
 (3) 当日の概要 

①講師からの本プロジェクトの進め方の説明 
②アイスブレイク 

参加者間での自己紹介（「普段何している？」「鷹栖町
と言えば…」など、大人も交えての自己紹介） 

③鷹栖町教育委員会からの本プロジェクト立ち上げの経緯等の説明 
④グループでの意見交換 

・３～４名程度のグループを編成し、意見交換を実施 
・ここまでの感想や参加理由、今やってみたいことなど、自由なディカッションを展開 
（グループでの意見の例） 

「このようなイベントに参加できて楽しい」、「高校生ならではの企画をしてみたい」、「町の
シンボルをつくりたい」 

  ※参加した高校生の様子 
初めは緊張した様子だったが、和やかな雰囲気で進行し、活発な意見交換が実現 

 (4) 参加者からの感想 
  ・この町ではどのようなことができ、どのようなことをすればよりよい町になっていくのかを常

に考えて生活していきたい。 
  ・鷹栖の良さを改めて知った気がしました。日々の生活から活性化について考えてみようと思う

きっかけになりました。 

 

＜「鷹栖町高校生プロジェクト」のちらし＞ 

講師からの事業説明 

グループでの意見交換 
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○まちづくりワークショップ（岩内町の例） 

 岩内町では、次期町総合計画大綱の策定に向け、町民対象のワークショップを実施しており、地元
の高校生の意見を反映させるため、ローカルダイアログを活用したワークショップを実施している。 
 ＜ローカルダイアログ（Local Dialog）とは？＞ 
  自分たちが住みたい町の姿を考え、カードを使って対話しながらまちづくりの戦略をつくってい

くワークショップ 
１ ねらい 
  岩内町総合計画大綱に高校生の意見を反映させることを通して、高校生が自分の住む町の良さを

理解するとともに、まちづくりへの参画意識を醸成すること 
２ 主催 
  岩内町経営企画部企画財政課 
３ 実施日時 
  令和２年９月 24 日（木）13:10～15:10 
４ 場所 
  岩内高等学校 １階会議室 
５ 参加者 
 ・岩内高校 普通科 ２年４組（26 名） 
 ・岩内町経営企画部企画財政課主幹(兼)地域創生係長（１名） 
 ・岩内町経営企画部企画財政課職員（５名） 
６ 実施概要 

10～11 名（岩内町職員２名、本校生徒８～９名で構成）の３グループそれぞれで、ローカルダイ
アログを活用した協議を行い、最後は協議した内容を発表して情報共有を実施 

 (1) ワークショップの説明 
  ・自分たちが住む町について知っていることを共有し、ま

ちづくりの意見を出すことが目的 
  ・まちづくりは役場だけで行うものではなく、様々な立場

からの意見が必要 
 (2) 自己紹介 
 (3) ビジョンカードの選定【目標の明確化】 
   どのような町をめざすのか、全 12 種類のビジョンカード

の中から１枚を選定 
   （例）人を大事にし、人を育てる風土がある地域 

子どもたちが元気に遊び、のびのび育つ地域 
社会環境の変化を踏まえながら持続可能な地域 

 (4) ダイアログカードによる対話【現状と課題の整理】 
町に関する質問が書いてあるダイアログカードを活用

し、地域の現状について YES か NO かで協議して分類する
ことにより、現状と課題を整理 

   （例）目標を持っている人が多いと思う 
      今の生活に満足している人が多いと思う 
      助け合う雰囲気があると思う 
 (5) ダイアログカードの選定【実践プランの協議】 

上記(3)で選定したビジョンカードの内容を実現するた
め、上記(4)で話し合ったダイアログカードを「YES のカー
ドの内容をより伸ばす」あるいは「NO のカードを YES に
する」の観点から、３枚選定 

 (6) 各グループからの協議内容の発表 
  ・子どもから高齢者まで豊かな生活を送るためには、定期

的に高齢者と触れ合う機会をつくることが大切。 
  ・地域の良いところを見ることが重要。夜空の空、海など

すぐに見ることができる観光資源がある。観光ツアーな
どを組むなど、まずは実践していることが大切。 

  ・高齢者を守ることが地域の文化を守ることになるのでは
ないか。 

 (7) まとめ 
７ 参加者の声 
 ・ダイアログカードを使ったグループでの話合いを通して、自分にとって岩内町に NO と感じるこ

とがほとんどなく、居心地の良い町であることに改めて気付くことができた。 
・自分が住む町について、いろいろな意見を聞くことができた。まちづくりには様々な視点が必要

だと思った。 
  

ワークショップの様子① 

ワークショップの様子② 

ワークショップの様子③ 

協議内容の発表の様子 

ダイアログカードによる対話 
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○高校生議会の取組（大樹町の例） 

 大樹町では、町議会が主催して平成 24 年度から「子
ども議会」を実施してきたが、選挙年齢が 18 歳に引
き下げになることを契機に、平成 27 年度からは高校
生を対象とした「高校生議会」を実施している。 
 
１ ねらい・目的 
  「議会の傍聴」、「生徒会選挙における選挙公報の

作成」、「議会へ参加しての政策提言」等を通して、
主権者としての政治への関心や意識を高める。 

 
２ 実施時期 
  年間を通した活動 
 
３ 場所 
  大樹町議会議場等 
 
４ 対象 
  大樹高校 第２学年 
 
５ 実施概要 

 総合的な探究の時間等を活用し、高校生議会に向けて、主に
次のような取組を行う。高校生議会当日は、４名程度で編制し
たグループごとに一般質問を行う。 

 (1) 大樹町議会定例会傍聴（６月） 
   10 月の高校生議会に向けて、町議会議員による一般質問を

傍聴することにより、取組への意識を高める。 
 (2) 事前サポート学習（９月） 
   町議会議員が本校を訪問し、高校生議会で生徒が実際に一

般質問を行う上での留意点等について説明し、質問内容につ
いて支援する。 

 (3) 公職選挙法に準じた生徒会役員選挙の実施（９月） 
   選挙公報の作成、本当の選挙と同様の手順で行う投票等、

大樹町選挙管理委員会の指導を受けながら選挙への関心を高
める。 

 (4) 高校生議会（10 月）※令和元年度における一般質問の例 
  ・冬場の道路環境について（適時適切な除雪の実施） 
  ・学校給食について（残食への対応） 
  ・大樹駅跡地について（跡地利用の提案） 
  ・災害時の対応・対策について 
  ・町民の交流場所の確保や高校を活用した交流の提案 
 (5) 事後指導（振り返り） 

地方自治の在り方について、授業で扱う理論と高校生議会
を通して学ぶ実践の双方を学習し、改めて考察させる。 

 
６ 実施に当たっての工夫点 

地方自治は住民が参加してまちづくりを行うものであり、本
取組は民主主義の考え方の基本を学ぶ重要な主権者教育となる
ことから、自ら課題を見出す力の育成に時間をかけるようにし
ている。具体的には、事前・事後学習、個別指導を充実させ、課
題の設定（質問内容の検討）に時間を割いている。 

 
７ 成果等 
 ・生徒からは「自分で考えた課題が地域を動かすことにつながっ

た」、「これからも地域づくりに参画し、よりよい地域にしてい
きたい」等の感想を聞くことができた。 

 ・総合的な探究の時間との関連性をもって取り組むことによっ
て、課題設定（質問内容の検討）を円滑に行うことができた。 

 ・実際の生活の中にある問題や地域の事象を取り上げることにより、それらを実際に解決する施策
を検討する総合的な探究の時間の充実に結びつけることができた。 

 

  

地域の一員として主体的に考え、社会に参画する意識 

高校生議会で提案 

大人が本気で答弁し、町教委が事業化を検討 

やれば社会は変わる！（自己有用感の醸成） 

高校生議会に向けた学習計画 
 
・大樹町議会定例会傍聴(６月) 

＜２時間＞ 
・事前サポート学習(９月) 
 ＜４時間＞ 
・質問項目の検討(９月) 
 ＜４時間＞ 
・高校生議会(10 月) 
 ＜３時間＞ 
・振り返り(11 月) 
 ＜２時間＞ 

事前サポート学習 

定例会傍聴 

高校生議会 
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○市議会による高校生との意見交換会（稚内市の例） 

 稚内市議会では、議会改革の一環として、平成 30 年度から「議員
と高校生の意見交換会」を開催している。 
１ 意見交換会の名称 
  稚内市議会議員と高校生の意見交換会 
２ ねらい・目的 

高校生の地域社会に参画する姿勢や主権者としての意識を醸
成する 

３ 実施日時 
令和元年 11 月５日（火） 11：50～15：15 
令和元年 11 月８日（金） 13：25～15：15 

４ 場所 
  ３階多目的教室 
５ 対象 
  稚内高等学校 第２年次の生徒（194 名） 
６ 実施概要 
  稚内高校では、２年次の各クラスで次のようなテーマを設定し、

生徒と市議会議員が協働して、課題の洗い出しや課題解決に向け
た方策の検討に取り組んだ。具体的には、模造紙や付箋を活用し
て協議を行い、最後は、それぞれで協議した意見を発表した。 

 （２年Ａ組）稚高生がオススメする、稚内の観光スポットを発信しよう！ 
 （２年Ｂ組）稚内を住みやすい街にするために、私たち若者ができることは何だろう？ 
 （２年Ｃ組）ゴミの排出量が多い稚内、みんなの努力でゴミを減らすためには？ 
 （２年Ｄ組）ＪＲ宗谷本線存続のために私たちができることは何だろう？ 
 （２年Ｅ組）稚内の地域医療を発展させるためには？ 
７ 生徒の声 

・地域の医療をよくするため、生徒には稚内市に残ってほしいという市議会議員の思いを感じた。 
・稚内市の人口が減少しており、このままだと衰退してしまうことに危機感を感じた。 

 

○未来ビジョンミーティング（苫前町の例） 

１ 未来ビジョンミーティングとは 
  他者との交流により新たな知識を会得し、地域への興味・関心を

高めることにより、地域に根ざした自主的な活動に参画する青年層
の拡充を図ることを目的に、平成 29 年度から実施していた地方創
生塾の後継事業。苫前商業高校は令和２年度から加入。  

２ 主催 未来ビジョンミーティング（運営を苫前町教育委員会が支援）  
３ 共通目標「苫前町の人口減少対策」 

本目標達成のためには、「若者・中堅世代との交流」、「コミュニケ
ーションの活性化」、「今住んでいる人の幸福感の向上」に取り組むことが重要。令和２年度から高
校生をメンバーに加え、全員で取り組むことができる内容を検討する方向性で取組を推進  

４ 具体的な取組内容（ワークショップ） 
第１回（令和２年７月 20 日） 第２回（令和２年８月 24 日） 

○今回の到達目標 
  高校生がメンバーとの初顔合わせのため、楽しく

グループワークを体験し、グループワークに慣れる。 
○参加者（22 名） 
 未来ビジョンメンバー８名 
（農業、漁業、苫前町役場職員等） 
 苫前商業高校生 14 名 
○ファシリテーター 
 苫前町教育委員会社会教育主事ほか 1 名 
○内容 
 ・アイスブレイク「整列してみよう①」 
 ・アイスブレイク「整列してみよう②」 
 ・自己紹介 
 ・グループワーク 
 ・未来ビジョンミーティングの概要説明 
 ・アイデアを出し合おう(ブレーンストーミング) 
  やってみたら面白いことについて、グループで

の協議を行い、「チビッコストライダーin 苫前」
や「高校生が先生役を務める学校」、「みんなで
いかだづくり」といった提案を行った。 

○今回の到達目標 
  ゲームを通じて事業実施に必要な考え方を学

び、これからの町に対してできることについて意
見交換する。 

○参加者（24 名） 
 未来ビジョンメンバー７名 
 苫前商業高校生 17 名 
○ファシリテーター 
 苫前町教育委員会社会教育主事ほか 1 名 
○内容 
 ・交流ゲーム 
 ・振り返り 
 ・前回出されたアイデアの見返し・追加 

令和２年度及び令和３年度の実施を含め、自分
がやりたい事業について、参加者を募集する事
業案及びメンバー内で実施する事業案の各３種
類について検討を行った。 
「ツーリング」や「e-スポーツ」等の事業実施
の可否を検討し提案を行った。 

 

 

 

ミーティングの様子 

＜画像添付＞ 

※意見交換会の様子① 

＜画像添付＞ 

※意見交換会の様子② 

グループ別での協議 

模造紙を用いての発表 
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○まちづくり対話集会（旭川市の例） 

１ まちづくり対話集会とは？ 
  旭川市において、市長が地域や団体の活動の場などに出向き、市民との対話を通じて、市政やま

ちづくりに対する意見を聴取し、今後の市政運営に生かしていくことを目的に実施しているもの。 
令和元年度は、若い世代を対象とした集会として開催しており、計７回のうち３回は次の市内高

校を対象として開催。 
 
２ 旭川商業高校（第 110 回開催） 

開催日時 令和元年６月 14 日（金）15:30～16:30 

場  所 旭川商業高校 ３階図書室 

参 加 者 市長、旭川商業高校第２・３学年の生徒 12 名 

テ ー マ 第８次旭川市総合計画の見直し、使用料・手数料の見直し 

概  要 

市長と生徒との意見交換 

①将来のまちづくりに対する高校生の立場からの意見 

②使用料・手数料に対する高校生の立場からの意見 

 
３ 旭川西高校（第 114 回開催） 

開催日時 令和２年１月 29 日（水）13:30～14:30 

場  所 旭川西高校 ３階視聴覚教室 

参 加 者 

市長、旭川西高校第２学年の生徒 19 名 

※まちづくりに関する研究を行う普通科第１学年の生徒

19 名も参加 

テ ー マ まちづくり研究発表 

概  要 

生徒から市長へのポスターセッション 

①＃旭川活性化活動～旭川に来たれヤングメン～ 

②Life Support 

③あさひかわでラ・ラ・Run ドゥ？～マラソン大会を生か

した地域活性化の提案～ 

④みんな大好き！アレルゲンフリーのおやつ作り！ 

 
４ 旭川北高校（第 115 回開催） 

開催日時 令和２年１月 31 日（金）15:30～16:30 

場  所 旭川北高校 体育館 

参 加 者 

市長、旭川北高校第１年次の生徒８名 

※上記８名は第１年次 60 班から選抜された２班の生徒 

※当日は上記８名を含む第１年次の生徒全員 240 名参加 

テ ー マ 旭川市への政策提言 

概  要 

生徒から市長への政策提言 

①空き地・跡地利用の活用と旭川の活性化 

②高齢者と免許返納 
 

  

旭川商業高校 

旭川西高校 

旭川北高校 


